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人間科学部紀要第20巻を、ここにお届け出来ますことを嬉しく思います。本号にも、
人間科学部の性格を反映する、さまざまな研究分野からの力作論文が掲載できました。
平成5年度は、大学全体が教養部改組の問題を中心に激 しく動いた年度でしたが、
幸い本学部では新 しく教養部から教官の方々をお迎えする準備 も整い、より一層の研
究と教育の充実と発展を期 して新学年度に入る状態にあります。これから大学院問題
など学部 として取 り組まねばならぬ課題は多々ありますが、「人間科学」という新しい
研究領域を開拓する意欲にはますます強いものがあることを記させていただきたいと
思います。
本年度は2名の教授が停年退官を迎えることになりました。 ここに両教授の御研究
・教育活動の一端 として研究業績等を掲載させていただき、心からの敬意を表するも
のであります。
最後に、本巻の編集業務を行なうに際 し、論文の寄稿ならびに編集 ・刊行にご協力
下さった教官および事務局の方々に感謝いたします。(青 木)
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